
加茂農林高等学校　全日制課程・農業科

スクール・ミッション（社会的役割等）

【農業教育の実践をとおして、地域の産業や社会の発展に貢献する人材を育成する学校】
・農業教育の実践をとおして、課題を発見し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を
育成する。
・農業高校の中心校として、地域や社会の健全で持続的な発展を担う産業人を育成する。
・卒業後、直ちに実務に携われる生徒を育成し、地域の産業や社会の発展に貢献する。

スクール・ポリシー（三つの方針）

★グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針）

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～

①農業や地域の課題について理解を深め、解決に向けて前に踏み出す力を育てます。
②探究的な学びをとおして、課題に対する最適解を考え抜く力を育てます。
③協働的な学習活動をとおして、粘り強くチームで取り組む力を育てます。

★カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～

①地域や大学等と連携し、社会と関連性の深い授業を行います。
②地域を支える人材としての志を高めるため、地域産業を理解する取組を行います。
③農業を取り巻く社会の動きや最先端の技術を学び、実践的で専門的な知識と教養を身に付け
るため、農家や企業と連携した農業教育を実践します。

★アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）

～このような生徒を求めています～

①人間の生活を支える食料・農業・環境について、興味や関心の高い生徒
②農業高校における学びの特色を理解し、将来の自己実現に向けて取り組む生徒
③将来、地域の中核として社会を支える人材となるため、目的意識を持って意欲的に取り組む
生徒


